
 

 
  赤ちゃんの 

耳の聞こえ 

大阪府健康医療部 

保健医療室 

Ｑ 病院で、耳の検査を受けるか聞かれたけれど、 

生まれたばかりなので受けなくてもいい？ 

Ａ 耳の検査は、赤ちゃんが眠っている間や泣かずに 

じっとしている間に行うので、生後すぐの方が  

検査しやすいです。また、出産時の入院中のみ検査

を実施している医療機関もあるため、  

なるべく出産した病院での入院中に受けましょう。 

Ｑ 新生児聴覚検査で「パス」と言われた。難聴の心配

はないと思っていい？ 

Ａ 成長の過程で、中耳炎やおたふくかぜなどによって

難聴になることもあります。乳幼児健診などで聞こ

えやことばのチェックを受けたり、気になれば、お

住まいの保健（福祉）センターにご相談ください。 

Q 新生児聴覚検査で、リファー（要再検）と言われた。    

どうしたらいい？ 

A 専門医を紹介してもらい精密検査を受けましょう。

早期の検査が、適切な支援につながります。 

  

 

 

 

 

 

Ｑ 出産した病院では、新生児聴覚検査や、      

先天性サイトメガロウイルス感染症の尿検査を  

していないと言われた。どうしたらいい？ 

A 出産した病院又はお住まいの保健（福祉）センター

にご相談ください。 

（府内の全産科医療機関では 

新生児聴覚検査を実施しています。） 

こんなとき、どうしたらいいの？ 
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「耳の聞こえ」の心配があれば、お住まいの 
保健（福祉）センターに相談しましょう。 
 
 

 
お近くの耳鼻咽喉科医院でもご相談できます。 

市町村名 保健センター または 母子保健 検索     

●大阪府立中央聴覚支援学校 早期教育相談 
〒540-0005 大阪市中央区上町 1-19-31 
TEL：06-6761-1419（代表）    

06-6761-1410（幼稚部・早期教育） 
FAX：06-6762-1800 

●大阪府立生野聴覚支援学校 
いくの聴覚言語支援センター 早期教育相談 
〒544-0034 大阪市生野区桃谷 1-2-1 
TEL：06-6717-3366 FAX：06-6717-5865 

●大阪府立堺聴覚支援学校 
聴覚支援センター 早期教育相談 

 〒591-8034 堺市北区百舌鳥陵南町１丁 
TEL：072-257-5471 FAX：072-257-3310 

●こめっこ（手話言語獲得支援等） 
〒537-0025 大阪市東成区中道 1-3-59 
TEL：06-6748-0084 FAX：06-6748-0089 

●児童発達支援センター 
大阪発達総合療育センター「ゆうなぎ園」 
〒552-0004 大阪市港区夕凪 2-5-3 
TEL：06-6574-2521 FAX：06-6574-2524 

大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター 

窓口：ひだまり・MOE 
連携機関：ゆうなぎ園、ぴょんぴょん教室 他 
〒537-0025 大阪市東成区中道 1-3-59 
TEL 090-3848-7195 
MAIL info@hidamarimoe.com 

●障がい児（難聴・その他）と保護者のための 
ぴょんぴょん教室 
<問合せ先>大阪府肢体不自由者協会 
〒540-0006 大阪市中央区法円坂 1-1-18 大阪市教育会館 

 TEL：06-6940-4181 FAX：06-6943-4661 

難聴児の早期支援中核機能拠点 

令和７年 12 月改訂 

新生児難聴の主な原因のひとつに先天性サイトメガロ

ウイルス感染があります。感染している場合は抗ウイル

ス薬を服用することで難聴の改善などの効果が期待で

きます。難聴が疑われた場合は、なるべく早く（生後３

週間以内に）この感染症の尿検査を受けましょう。 



 

 

 

 

    生まれて間もない赤ちゃんの耳の聞こえのための検査のことです。 

（通常は、出産後３日～１週間頃に検査を受けます。） 

聞こえの障がいは目に見えず、新生児聴覚検査を受けない場合、 

2 歳頃までわからないことが多く、発見が遅れがちになります。 

聞こえに障がいがあることに気づかずにいると、ことばの発達が 

遅れたり、コミュニケーションがとりにくいなどで支障が起きます。 

新生児聴覚検査で、聞こえの障がいを早く見つけ、適切な支援を 

受けることで、赤ちゃんのことばの発達を促すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳ころ 

３歳児聴覚検査を受けましょう！ 

３歳児健診のときに聴覚検査に関する 

アンケート等が送られますので、 

記入して健診のときに提出してください 

３～４か月ころ 

★大きな音に驚きます 

★声の聞こえた方を見ます 

★呼びかけに対し、「あ～」「う～」と声を

出してこたえます 

耳の聞こえとことばの発達 

新生児聴覚検査 

１歳ころ 

★音やリズムに合わせて体をゆらします 

★大人のことばをまねようとします 

★「マンマ」「ぶーぶー」などのことばが

出始めます 

１歳６か月ころ 

★見えないところからの呼びかけに反応 

します 

★テレビの音や音楽などに振り向きます 

★意味のあることばを３つ以上話します 

ことばの発達には個人差があります。 

気になることがあれば、お住まいの保健（福祉）センターにご相談ください。 

 
６～７か月ころ 

★音のなる方に顔を向けます 

★声を出して笑います 

★音のなるおもちゃに興味を持ちます 

９～10 か月ころ 

★名前を呼ばれると振り向きます 

★話している人の口元をじっと見ます 

★音楽や歌にじっと聞き入ります 


